
福井商工会議所では、そばとバール（酒場）を組み合わせた SOBARプロジェクト を展開しています。
本コーナーではSOBAR参加店舗から 店主おすすめの逸品そば をご紹介します。

ふるさと渓流

竹田の里山に囲まれた「ふるさと渓流」は自然の恵みを
生かした料理が自慢のお店だ。平打ちのそばは噛み応

えがあり、しっかりとした食感が特徴。近くの山で採取した山
菜の天ぷらとのセット「天ざるそば」は多くの人が注文する1番
人気のメニューとなっている。9月はまたたびやみょうがなど
約10種類の天ぷらが提供され、季節によって異なる旬の味わ
いを楽しめる。また、ジビエや川魚の料理もあり、豊かな自然の
恵みを余すことなく堪能できるのも魅力だ。店主の温かな人柄
に触れれば会話も弾み、県外から通う常連が多いのも頷ける。

税込2,200円

税込2,178円

◉天ざるそば　税込1,900円

おろしそば、
丸岡城 300ml、
こごみゴマ味噌

焼肉 ココグリル

お店情報（ふーぽ）はこちら

住　　所：坂井市丸岡町山竹田70-4
電話番号：0776-67-2521
定 休 日：水曜、不定休

山
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前
お
ろ
し
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O
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A
R

探
訪
記

ソバール
メニュー!

◉おろしそば
　  税込781円
◉あか牛三昧
  　税込4,345円

SNS（Instagram）はこちら

住　　所：鯖江市北野町 16-1
電話番号：0778-42-8920
定 休 日：火曜日（祝日の場合は営業）

縦貫線沿い、くまもんのイラストが目を引く「ココグリ
ル」は熊本産「あか牛」が自慢の焼肉店。あか牛はヘル

シーで、柔らかさ・旨味・風味のバランスが良いのが魅力だ。お肉
やお酒を楽しんだ後の〆はおろしそばがおすすめ。優しい出汁
のさっぱりとした味わいで、心地よく食事を締めくくります。明
るく、清潔感のある店内は、半個室や大部屋があり、家族での食
事、宴会、一人焼肉など、幅広いシーンで利用可能。更にお客さん
との会話から企画されるイベントやキャンペーンも多彩で、お
いしさにワクワク感が加わり、より一層楽しい時間に。

西

おろしそば、
梵GOLD125ml、
越前市産しいたけの肉詰め

ソバール
メニュー!
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初代桜橋現況▶

▲桜橋総合運動公園からは3代の桜橋を見ることができる。左下は明治 19▲桜橋総合運動公園からは3代の桜橋を見ることができる。左下は明治 19
　年の石橋、左上は昭和 38年の逆ランガー型橋、右上トンネル入口までが　年の石橋、左上は昭和 38年の逆ランガー型橋、右上トンネル入口までが
　新桜橋となっている。　新桜橋となっている。

　

国
道
８
号
の
通
る
南
越
前
町
赤
萩
に
あ
る

桜
橋
。
平
成
21
年
12
月
に
は
、
全
長
４
０
４

ｍ
の
「
桜
ト
ン
ネ
ル
」
と
全
長
１
０
０
ｍ
の

３
代
目
「
新
桜
橋
」
が
開
通
し
た
。
昭
和
38

年
に
竣
功
し
た
２
代
目
桜
橋
か
ら
46
年
が
経

過
し
、
新
橋
は
旧
橋
よ
り
約
１
０
０
ｍ
東
に

位
置
す
る
。

　

特
徴
的
な
朱
色
の
２
代
目
桜
橋
の
下
を
流

れ
る
河
野
川
に
は
、
明
治
19
年
竣
功
の
初
代

桜
橋
が
現
存
し
、
土
木
遺
産
に
認
定
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
に
立
つ
と
、
明
治
・
大
正
・
昭

和
か
ら
現
代
ま
で
の
時
代
の
変
遷
を
実
感
で

き
る
。

　

明
治
17
年
４
月
、
日
本
海
側
で
初
め
て
長

浜
〜
敦
賀
間
の
鉄
道
が
全
通
し
た
。
明
治
13

年
に
設
立
さ
れ
た
福
井
商
法
会
議
所
（
現
福

井
商
工
会
議
所
）
は
、
産
業
発
展
に
は
物
流

網
の
整
備
が
不
可
欠
と
考
え
、
鉄
道
開
通
に

大
き
な
期
待
を
寄
せ
た
。
し
か
し
福
井
ま
で

の
延
伸
は
見
通
せ
ず
、
敦
賀
に
出
る
に
は
険

し
い
木
ノ
芽
峠
越
え
の
旧
北
陸
道
が
大
き
な

障
害
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
会
頭
の
伊い
と
う
ま
こ
と

藤
真
ら
会
議
所
幹
部

は
、
中
央
政
府
や
県
当
局
に
敦
賀
に
繋
げ
る

荷
車
や
人
力
車
が
通
行
可
能
な
新
道
路
（
車

道
）
の
必
要
性
を
強
く
訴
え
る
と
と
も
に
、

会
議
所
臨
時
大
会
を
開
い
て
車
道
開
削
委
員

を
選
出
。
地
元
を
離
れ
た
旧
藩
主
や
上
級
武

士
、
そ
れ
に
武
生
・
大
野
・
勝
山
・
三
国
・

敦
賀
な
ど
県
内
各
地
の
有
力
者
に
寄
付
を

募
っ
た
。

　

当
時
の
県
令
（
知
事
）
石い
し
ぐ
ろ
つ
と
む

黒
務
に
と
っ
て

も
、
木
ノ
芽
峠
に
よ
る
嶺
北
と
嶺
南
の
分
断

解
消
は
重
要
課
題
で
あ
り
、
こ
の
事
業
を
積

極
的
に
推
進
し
た
。
県
会
と
政
府
の
認
可
を

得
て
、
経
済
界
の
寄
付
金
・
地
方
費
・
国
庫

補
助
を
合
わ
せ
た
総
額
19
万
４
千
円
で
明
治

18
年
８
月
に
開
削
工
事
は
着
工
し
た
。

　

新
道
路
は
武
生
の
外
れ
で
旧
北
陸
道
か
ら

分
岐
し
、
山
中
に
入
り
、
等
高
線
に
沿
い
紆

余
曲
折
し
、
春
日
野
峠
に
は
隧
道
を
穿
ち
、

そ
の
後
は
海
岸
沿
い
に
杉す
い
づ津
を
通
り
、
敦
賀

港
駅
の
あ
る
泉
町
へ
至
っ
た
。
荷
車
の
円

滑
な
通
行
を
考
慮
し
て
道
幅
は
約
５
・
５
ｍ

で
施
工
さ
れ
、「
春
日
野
道
」
と
呼
ば
れ
た
。

の
ち
に
戦
前
は
国
道
12
号
、
戦
後
は
昭
和
40

年
代
ま
で
国
道
８
号
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

　

初
代
桜
橋
は
、
こ
の
春
日
野
道
が
赤
萩
で

河
野
川
を
渡
る
地
点
に
架
け
ら
れ
た
。
石
造

ア
ー
チ
構
造
で
、
当
時
の
北
陸
で
は
極
め
て

珍
し
い
本
格
的
石
橋
で
あ
る
。
川
幅
が
狭
ま

る
地
点
を
選
ん
で
架
橋
さ
れ
、
長
さ
20
・
７

ｍ
、
幅
６
・１
ｍ
を
有
し
た
。

　

し
か
し
戦
後
、
自
動
車
交
通
の
発
達
に
よ

り
、
明
治
に
開
削
さ
れ
た
武
生
～
敦
賀
間
は

幅
員
不
足
で
す
れ
違
い
が
困
難
と
な
り
、
事

故
も
多
発
し
て
「
魔
の
酷
道
」
と
揶
揄
さ
れ
、

改
良
工
事
が
避
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　

２
代
目
桜
橋
は
旧
国
道
と
河
野
川
を
一
度

に
跨
ぐ
逆
ラ
ン
ガ
ー
型
で
、
水
面
か
ら
30
ｍ

の
高
さ
に
位
置
し
、
昭
和
38
年
に
竣
功
し
て

高
度
成
長
期
を
支
え
た
が
、
防
災
強
化
の
た

め
平
成
21
年
に
３
代
目
へ
架
け
替
え
ら
れ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
文　

奥
山
秀
範
）

▲河野川から見た桜橋（2006 年撮影）

▲地元教育員会建立による解説石碑


